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女性化乳房をきたした男性乳暈部に生じた平滑筋腫

中村哲史, 橋本喜夫, 西 薫, 水元俊裕, 竹田恵子, 高橋英
俊



皮層の平滑筋腫は多発性立毛筋性平滑筋腫，単発性

立毛筋性平滑筋腫，血管平滑筋腫，および単発性外陰

部平滑筋腫にわけられる')。乳頭，乳量の平滑筋腫は

まれであり，部位的に異なるものの単発性外陰部平滑

筋腫に分類され，本邦では現在まで自験例を含め21例

しか報告がない2-6)。さらに女性化乳房に伴った報告

は調べ得た限りみられない。今回我々は女性化乳房に

伴った平滑筋腫でのエストロケン，プロゲステロンレ

セプターの出現を検討し，病因につき文献的考察を加

え報告する。

１００

女性化乳房をきたした男性乳量部に生じた平滑筋腫
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６１歳男性。半年前からの左乳量部の痛みを伴う皮下結節が出現した。皮膚生検では，真皮上層に平滑

筋腫と皮下脂肪組織にアポクリン分泌を示す分泌腺を認めた。近医でスピロノラクトンを３年前から内

服しており薬剤性女性化乳房に併発した皮唐平滑筋腫と診断し，スピロノラクトンは中止した。

乳呈部皮膚平滑筋腫は，分類上単発性外陰部平滑筋腫に属するが，部位的には女性ホルモンの関与が

示唆されることもある。今回はエストロゲンレセプターとプロゲステロンレセプターの発現を検討し，

文献的考察を加えた。
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診した。

初診時現症
はじめに

図１初診時臨床像

左乳頭部から乳量部。乳量部にやや隆起を認め，線部に
皮下硬結を認める。乳頭部の色調や大きさに左右差はな
い○

左乳頭部に直径３cmの皮下硬結を触れる（図１）。

乳頭の大きさに左右差はない。局所麻酔下に乳頭も含

め切除生検した。

症 例

患者７０歳男性

初診2007年12月13日

既往歴特記すべきことなし。

家族歴特記すべきことなし。

現病歴初診の半年前から左胸部に違和感があった。

数日前から自発痛が出現し，皮下硬結を触れたため受

病理組織学的所見

真皮中層から皮下脂肪組織にかけて（図２－ａ）周
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